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研究結果要約 

我々はハイリスク出生コホート研究（CHIBA study）において 4 か月までの母乳栄養が 1 歳時点での

卵白感作のリスク因子となることを報告した（Nakano et al. Pediatr Allergy Immunol. 2020）。母乳

中には様々な免疫活性物質の他に microRNA(miRNA)も豊富に存在しており、免疫に関わる miRNA

も豊富に存在していることが分かっている。母乳中 miRNA は消化管の中でも安定に存在することも分

かっており、母乳を介して児に影響を与えている可能性が高い。しかし、母乳中 miRNA が乳児期の食

物アレルギー発症に関わっているかは未だ明らかにされていない。そこで本研究では母乳中 miRNA が

食物アレルギーにどのように関わっているかを検討することを目的として本研究を発案した。我々の出

生コホート研究の母乳サンプルを用いて 3D-Gene® Human miRNA Oligo chip を用いて miRNA の発

現解析を行った。母乳中には 2283 個の miRNA が検出された。1 歳時点で卵白感作の有無で比較する

と miR-342-5p, 551b-5p, 3192-5p が卵白感作群で 8 倍以上発現が低下していた。この中で miR-342-

5p は VEGF, TGFb signaling に関わっており卵白感作に関わっている可能性が示唆された。 
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研究結果要約 

近年、食物アレルギーの発症の報告は世界的に増加傾向にある。発症の抑制には、食品への「アレル

ギー表示」が有効な方法の一つである。しかしながら、アレルギー表示対象の食品は国や地域で異なっ

ており、食品の国際貿易という観点から、食物アレルギー対応食品を保証できるようなアレルゲンを網

羅して検知する有用な方法は示されていないことが問題となっている。そこで本研究では、食品の食物

アレルゲン表示の適正さを確認するための分析法として、液体クロマトグラフ質量分析計 LC-MS/MS

を用いた亜硫酸塩類の誘導体化物とアレルゲンタンパク質由来のペプチドを同時に検出する方法を開

発した。本研究より、第 3 級アミノ基とオクタデシル基を有するカラムを使用し、移動相にギ酸を含む

水/アセトニトリルを用いてグラジエント溶出を行うことで、ヒドロキシメタンスルホン酸および特定

原材料 8 品目（小麦、そば、乳、卵、甲殻類[えび・かに]、落花生、くるみ）の指標ペプチドの同時分

析が可能であることが示唆された。すなわち、添加回収試験では回収率、併行精度、室内再現精度はい

ずれも良好な結果が得られ、また 10 種類の市販加工食品の測定において各原材料表示と本分析法によ

り検出結果が一致したことから、本研究で開発した方法は、食品に含まれる亜硫酸塩類およびアレルゲ

ンタンパク質の同時検出が可能であることが示唆された。 
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